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東日本高速道路㈱
新潟支社

工事関係者の声

Name:

Company: Worksite:

Name:

Company: Worksite:

①自己紹介をお願いします　②どんな工事を行ってますか？　③この仕事を始めて何年になりますか？　④お仕事で大変なことや大変だけどやりがいのあることは何ですか？

⑤仕事中に気をつけてることや工夫されていることはありますか？　⑥どのように利用してもらいたいですか？　⑦近隣の住民の皆様に何か一言お願いします。

①現場代理人の谷井一英です。

②古渡路地先で盛土やボックスカルバートの工事をしています。

③建設業に携わって、20年位になります。

④盛土や生コンクリート打設は雨天時に作業が出来ないなど自然条

　件に左右されるため大変ですが、出来上がった時の充実感は格別

　です。

⑤ダンプでの土砂運搬では、交通量の多い国道や県道、また学校付近も通行します。安全運転は

　もとより、ドライバーに事故危険ポイントを知らせるなど、交通災害防止に努めています。

⑥県北地域の医療サービスの拡充に役立てられたり、通勤やレジャー等多岐にわたって利用し

　て頂きたいと思います。

⑦特に工事現場近隣の皆様方には、大変ご迷惑をおかけしておりますが、御理解と御協力の程、

　よろしくお願いします。

谷井　一英さん

①監理技術者の福島茂希です。

②村上IC予定地で土工事と法面工事を行ってます。

③約24年です。

④工事を無事完成したときの達成感です。

⑤安全第一に作業所全員で協力し合い作業を行っています。

⑥高速道路による移動時間の短縮により地域間の交流、流通等が活発

　になり、地域の活性化が図れればよいと思います。

⑦多数のダンプによる土砂運搬では近隣の皆様にご迷惑をお掛けしますが、定期的な道路清掃、

　安全運転の励行等により迷惑を掛けないよう努力しておりますので、完成までご協力お願い

　いたします。

㈱横井組 古渡路道路その１工事

No,009

村上ＩＣ改良工事㈱本間組

No,010福島　茂希さん

＊福島さんは、新潟国道事務所と新潟県発注の日沿道土砂関係請負者で構成される「日沿道（土砂運搬・盛土）工事関係者連絡会議Ⅱ」の代表者です。 ＊谷井さんは、羽越河川国道事務所と新潟県発注の発注の請負者で構成される「日沿道（丸山橋～朝日IC）工事関係者連絡会議Ⅱ」の代表者です。

編集後記
高速道路に関するご意見やご質問は、どんな事でもお気軽に下記の問合せ先までお電話ください。
これからも皆様のご協力・ご支援の程、よろしくお願い申し上げます。

神林IC（仮称）

村上IC（仮称）

村上第二IC
（仮称）

荒川胎内IC

坂町

村上

113

290

神納中学校区壁画

平林中学校区壁画

荒川

　８月上旬の暑い中、神納中学校区郷育会議と平林中学校区郷育会議が中心となり、
多くの小中学生や地元の方々がボックスカルバートの壁にきれいな絵を描いてくれまし
た。
　神納中学校区の原画は、神林出身の天文宇宙のイラストや天体写真の撮影を手が
けておられる沼澤茂美さんに、平林中学校区の原画は平林中学校の長谷川重雄校長
に描いてもらいました。
　明るく夢のあるスケールの大きい絵で、通学路が今まで以上に楽しくなることでしょう。
　これからも道路に親しんで頂けたらと思います。

＊郷育会議について
村上市では、教職員・ＰＴＡ会員・地域の各種団体の代表者で構成する「郷
育会議」を中学校区単位に設置し、学校と地域が連携して子どもを育てて
いく取組を進めています。

作成中の皆さん

完成した壁画
（縦2.5ｍ×長さ14.5ｍ）

位置図

神納中学校区の壁画は次号に掲載させていただきます。

作成中の皆さん

完成した壁画
（縦2.5ｍ×長さ14.5ｍ）

神林の小中学生たちが壁画を描いてくれました。神林の小中学生たちが壁画を描いてくれました。

子
供
た
ち
の
声

荒
川
中
学
校

荒
川
中
学
校

地
域
の
声

県
立
坂
町
病
院

近
　
幸
吉
さ
ん

県
立
坂
町
病
院

近
　
幸
吉
さ
ん

今
回
は
村
上
市
坂
町
に
あ
る
荒
川
中
学

校
に
お
邪
魔
し
、
生
徒
会
役
員
の
皆
さ

ん
と
生
徒
会
顧
問
の
田
中
先
生
に
、
道

路
に
つ
い
て
普
段
感
じ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
お
聞
き
し
て
来
ま
し
た
。

回
答
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

会
長
：
山
口
慶
之
さ
ん(

以
降:

山)

副
会
長
：
伊
藤
夏
樹
さ
ん(

伊)

副
会
長
：
近
藤
桃
美
さ
ん(

近)

書
記
局
長
：
羽
田
美
妃
さ
ん(

羽)

生
徒
会
顧
問
：
田
中
正
朗
先
生(

田)

普
段
使
っ
て
い
る
道
で
困
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

山:

夜
、街
灯
が
無
く
て
怖
い
思
い
を

し
た
。ま
た
電
球
が
切
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
の
で
早
く
換
え
て
欲
し

い
で
す
。

伊:

交
通
量
が
多
い
の
に
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
が
無
か
っ
た
り
、歩
道
が
狭
く
て

危
険
。安
全
な
歩
道
に
し
て
欲
し
い

で
す
。

近:

工
事
を
し
た
後
な
の
に
か
え
っ
て

段
差
が
大
き
く
な
っ
た
場
所
が
あ

る
の
で
、き
れ
い
に
舗
装
を
し
て
欲

し
い
で
す
。

羽:

道
路
に
段
差
が
あ
る
と
自
転
車
で

走
り
に
く
い
の
で
、段
差
を
な
く
し

て
欲
し
い
で
す
。

高
速
道
路
を
利
用
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

山:

家
族
旅
行
や
野
球
部
の
練
習
試
合

で
使
い
ま
し
た
。

伊:

部
活
の
練
習
試
合
で
五
泉
や

新
津
ま
で
行
く
の
に
高
速
道

路
を
使
い
ま
し
た
が
、
簡
単
に

行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

近:

父
と
旅
行
で
頻
繁
に
利
用
し

て
い
ま
す
。
よ
く
埼
玉
や
福
島

な
ど
に
行
っ
て
い
ま
す
。

羽:

家
族
旅
行
で
横
浜
に
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
の
良
い
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
で
す
か
？

山:

信
号
が
無
い
の
で
、目
的
地
に
ス
ム

ー
ズ
に
早
く
着
く
こ
と
が
で
き
る

事
で
す
。

伊:

早
く
行
け
る
の
で
、遠
く
へ
行
く

時
は
便
利
で
す
。

近:

電
車
だ
と
人
の
目
を
気
に
し
た
り
、

寝
過
ご
し
て
駅
を
降
り
損
な
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、高
速
道
路
だ
と

寝
て
い
ら
れ
た
り
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
で
好
き
な
も
の
を
買
っ
た
り
、好

き
な
時
間
に
移
動
で
き
る
の
が
良

い
で
す
。

羽:

や
は
り
遠
く
ま
で
早
く
行
け
る
と

こ
ろ
で
す
。

逆
に
高
速
道
路
の
悪
い
と
こ
ろ
は
？

山:

悪
天
候
だ
と
事
故
が
起
こ
り
や
す

く
、ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
る
の
で

事
故
も
大
事
故
に
な
り
や
す
い
と

思
い
ま
す
。

伊:

体
の
具
合
が
悪
い
時
な
ど
に
、す
ぐ

に
降
り
ら
れ
な
い
の
が
辛
い
で
す
。

近:

電
車
に
比
べ
る
と
、環
境
の
面
で
あ

ま
り
良
く
な
い
と
思
い
ま
す
。二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
が
多
い
の
で
壁

な
ど
に
植
物
を
植
え
て
吸
収
し
て

も
ら
う
な
ど
改
善
し
て
ほ
し
い
で

す
。

羽:

連
休
や
夏
休
み
な
ど
に
す
ご
く
渋

滞
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
私
た
ち
や
工
事
に
つ
い
て
、

何
か
お
願
い
事
は
あ
り
ま
す
か
？

羽:

現
場
の
方
々
は
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

近:

こ
れ
か
ら
も
住
民
の
意
見
が
反
映

さ
れ
た
便
利
な
道
路
を
作
っ
て
欲

し
い
で
す
。

伊:

村
上
市
の
綺
麗
な
景
色
や
自
然
を

壊
さ
な
い
よ
う
に
道
路
を
造
っ
て

欲
し
い
で
す
。

山:

信
号
は
必
要
な
い
の
で
は
？
と
思

え
る
交
差
点
も
あ
り
ま
す
。

教
育
と
高
速
道
路
は
、ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
か
？

田:

高
速
道
路
だ
と
研
修
で
の
移
動
時

間
を
短
縮
で
き
、
そ
の
分
長
く
授

業
が
で
き
る
の
で
生
徒
の
負
担
が

減
り
ま
す
。

部
活
の
大
会
で
の
遠
征
で
は
、
移

動
時
間
が
短
く
部
員
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
保
て
る
な
ど
、
多
く
の

面
で
高
速
道
路
は
役
に
立
っ
て
い

ま
す
。

道
路
全
般
に
つ
い
て
ご
意
見
は
ご
ざ

い
ま
す
か
？

田:

日
進
月
歩
で
道
路
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
地
域
の
生
活
に
根
付

い
た
道
路
整
備
を
お
願
い
し
た
い

で
す
。

荒
川
中
学
校
の
皆
さ
ん
、ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
荒
川
胎
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
に
近
い
村
上
市
下
鍛
冶
屋
に

あ
る
県
立
坂
町
病
院
で
内
科
医
と

し
て
勤
務
さ
れ
て
い
る
地
元
胎
内

市
出
身
の
近
先
生
に
、
高
速
道
路
と

医
療
機
関
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て

お
話
を
伺
っ
て
来
ま
し
た
。

医
師
と
し
て
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
何
で
す
か
？

常
に
拘
束
さ
れ
自
由
時
間
が
少
な

い
こ
と
で
す
ね
。

医
師
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る

の
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

か
な
り
の
重
傷
の
患
者
さ
ん
が
元

気
に
な
っ
て
退
院
さ
れ
る
時
な
ど

で
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
ど
ん
な
時
に

高
速
道
路
を
利
用
し
ま
す
か
？

新
潟
市
に
研
究
会
や
買
い
物
で

行
く
時
や
、
旅
行
で
遠
出
す
る

時
等
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
と
高
速
道
路
は
、
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
か
？

１
点
目
は
救
急
搬
送
で
す
。

特
に
県
北
の
山
北
や
朝
日
か
ら

第
３
次
救
急
医
療
施
設
の
県
立

新
発
田
病
院
ま
で
の
患
者
の
搬

送
が
、
高
速
道
路
の
延
伸
に
伴
い

容
易
に
な
っ
て
ま
す
。

２
点
目
は
医
師
確
保
の
面
で
す
。

坂
町
病
院
で
は
常
勤
医
師
が
一
時

期
の
約
半
数
に
減
っ
て
い
る
中
、

高
速
道
路
が
で
き
た
お
か
げ
で
助

勤
医
師
の
派
遣
を
し
て
も
ら
い
や

す
く
な
り
、
多
く
の
助
勤
医
師
の

お
か
げ
で
医
療
の
レ
ベ
ル
を
下
げ

ず
に
病
院
を
維
持
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
通
勤
圏
が
広
く

な
り
常
勤
医
師
の
確
保
も
し
や
す

く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

７
月
18
日
に
荒
川
胎
内
IC
ま
で
開

通
し
ま
し
た
が
、
そ
の
影
響
は
あ

り
ま
す
か
？

坂
町
病
院
か
ら
高
速
道
路
ま
で
近

く
な
り
患
者
の
搬
送
時
間
が
よ
り

短
く
な
り
ま
し
た
。

５
分
や
10
分
の
時
間
短
縮
で
も
救

急
医
療
の
現
場
で
は
非
常
に
大
き

な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

道
路
全
般
に
つ
い
て
ご
意
見
が
あ

れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

深
夜
な
ど
道
路
の
除
雪
が
不
十
分

な
時
も
あ
り
、
急
患
で
深
夜
の
出
勤

時
に
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夜
間

の
除
雪
も
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
で
す
。

県
内
で
も
県
北
は
高
速
道
路
の
整

備
が
最
後
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
で
き
れ
ば
高
速
道
路
も
線
で

な
く
て
網
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ

と
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。
ま
た
高

速
道
路
は
片
側
２
車
線
だ
と
あ
り

が
た
い
で
す
ね
。

大
変
お
忙
し
い
中
、
お
話
を
伺
わ
せ

て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

左から
羽田さん・近藤さん・伊藤さん・山口さん・田中先生

内科医　近先生


